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中保健センター ◉
東大阪市岩田町4-3-22-300 ☎072-965-6411

［ 東大阪市 ］

東保健センター ◉
東大阪市旭町1-1 ☎072-982-2603

西保健センター ◉
東大阪市高井田元町2-8-27 ☎06-6788-0085

第2・4月曜日／9時30分～11時

第1金曜日／9時30分～11時

第2・4水曜日／9時30分～11時

［ 枚方市 ］

毎週火曜日／10時～11時30分枚方市保健所 ◉
枚方市禁野本町２-13-13 ☎072-807-7625

［ 大阪府 ］

第1・2火曜日／13時30分～14時30分池田保健所 ◉
池田市満寿美町3-19 ☎072-751-2990

第2・4月曜日／10時～11時守口保健所 ◉
守口市京阪本通2-5-5（守口市庁舎8階） ☎０６-６９９３-３１３３

第1・3水曜日／13時30分～14時30分富田林保健所 ◉
富田林市寿町3-1-35 ☎０７２１-２３-２６８3

和泉保健所 ◉
和泉市府中町6-12-3 ☎0725-41-1392

第1・3火曜日／13時30分～14時30分岸和田保健所 ◉
岸和田市野田町3-13-1 ☎072-422-6077

第1・2・4木曜日／9時30分～10時30分
※ただし、12／25及び１／1は実施なし

茨木保健所 ★
茨木市大住町8-11 ☎072-624-4668

第1・3月曜日／9時30分～10時15分四條畷保健所 ★
四條畷市江瀬美町1-16 ☎072-878-1090

第2・3水曜日／9時30分～10時30分藤井寺保健所 ★
藤井寺市藤井寺1-8-36 ☎072-955-4181

第1・3月曜日／13時～14時泉佐野保健所 ★
泉佐野市上瓦屋583-1 ☎072-462-7703

第2・4水曜日／9時30分～11時
※ただし、12／24及び2／11は実施なし

◉ HIV検査と同時にクラミジア及び梅毒の検査も無料で出来る施設です。
★ 即日検査できる施設です。

マークの説明

＊通常の検査では一週間、即日検査はその日のうちに結果がわかります。

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

　

高槻市保健所 ◉
高槻市城東町5-7 ☎072-661-9332

［ 高槻市 ］

毎週木曜日／9時30分～10時30分

［ 豊中市 ］

第1火曜日・第3木曜日／13時～14時豊中市保健所 ★
豊中市中桜塚4-11-1 ☎06-6152-7316

ＨＩＶ・梅毒

第1・3水曜日／9時30分～10時30分寝屋川市保健所 ◉
寝屋川市八坂町28-22 ☎０７２-８２９-７７７３

［ 寝屋川市 ］

原則 毎月２回（木曜日）／9時30分～11時
（予約制／定員12名）

八尾市保健所 ◉
八尾市清水町1-2-5 ☎072-994-6644（感染症担当）

［ 八尾市 ］

［ 吹田市 ］

吹田市保健所 ◉
吹田市出口町19-3 ☎06-6339-2227

第1・3金曜日／9時30分～11時

薬の飲み疲れ、依存症、高齢化と共に感じる将来への
不安、その他の疾患による影響、引きこもりによる
落ち込み、HIVの知識、生活などお悩み事は人それぞれです。
気軽にご相談ください。

HIV陽性のゲイ・バイセクシュアル男性がふらっと立ち寄れ
る場所。 谷町6丁目駅から徒歩3分のところにあるお店で、
毎月第二日曜日14時～18時に開催しています。 
注：月曜日が祝日の場合には第三日曜日

性感染症について知りたい、相談や心配事がある、
そんな方はご相談ください。 お話をお聞きし、一緒
に考えるお手伝いをします。 電話相談と対面相談を
行っています。相談員にはゲイの人もいて安心です。

www.charmjapan.com/charmsoudan/

https://www.dista.osaka/

SO ・ SO ・ SO
総合相談窓口

堺保健センター（堺市役所敷地内） ◉
堺市堺区南瓦町3-1 ☎072-238-0123

第4木曜日／9時15分～10時45分美原保健センター ◉
堺市美原区黒山782-11 ☎072-362-8681

第4火曜日／9時15分～10時45分東保健センター ◉
堺市東区日置荘原寺町195-1（東区役所内） ☎072-287-8120

第3水曜日／9時15分～10時45分南保健センター ◉
堺市南区桃山台1-1-1（南区役所内） ☎072-293-1222

第2火曜日／9時15分～10時45分北保健センター ◉
堺市北区新金岡町5-1-4（北区役所内） ☎072-258-6600

ＨＩＶ・梅毒
奇数月・第3水曜日
18時30分～20時（先着25名）

西保健センター ◉
堺市西区鳳東町6丁600（西区役所内） ☎072-271-2012

第1火曜日／9時15分～10時45分

中保健センター ◉
堺市中区深井沢町2470-7（中区役所内） ☎072-270-8100

第3月曜日／9時15分～10時45分

第4水曜日／9時15分～10時45分

［ 堺市 ］

サンスクエア堺
堺市堺区田出井町2-1 サンスクエア堺B棟地下1階 
第5会議室　☎072-222-9933
（堺市保健所 感染症対策課（開庁時間のみ））

第57号

エイズに関するご相談を電話で受け付けてい
ます。お気軽にご連絡ください。

HIV陽性とわかった時、またエイズや性感染症について相談したり、情報が欲しい時、
大阪には相談できるサービスや支援があります。気軽にお問い合わせください。

住所:大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

Https://www.dista.osaka/

堂山山よし
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0120-177-812（無料）
※携帯電話からは、　　　　　　　   まで（有料）
月曜～金曜/10:00～13:00、14:00～17:00

03-5259-1815
（祝日は除く）

エイズ予防財団

カフェイベント『あんおぽ』

相談がしたいHIV陽性の方

HIV陽性のゲイ・バイセクシャル男性

HIV検査や性感染症などに不安がある方

エイズに関する様々な相談をしたい方

06-6361-9300
木曜～月曜/18:00～21:00 （火・水曜休館）

冬号の紙面 V I EW

時事ネタWATCH
男朋友
知られざる偉人伝 「小説とエイズ」
海外男街通信 「イタリア・ローマ」

4面

2面

6面

7面

発行：MASH大阪
〒530-0027 大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

☎＆　 06-6361- 9300
ht tps ://www.d is ta .osaka/

淀川区役所 保健福祉センター ◉
大阪市淀川区十三東2-3-3 ☎06-6308-9882

北区役所 保健福祉センター ◉
大阪市北区扇町2-1-27 ☎06-6313-9882

［ 大阪市 ］

中央区役所 保健福祉センター 
大阪市中央区久太郎町1-2-27 ☎06-6267-9882

chotCAST
大阪市中央区東心斎橋1-7-30 21心斎橋ビル4階
火・木・土・日曜日／☎06-4708-5035
※いずれも検査実施時間帯のみ
［木曜日、土・日曜日はWEB予約］
 https://chotcast.com

大阪検査相談・啓発・支援センター

月曜日／14時～15時30分
火曜日／9時30分～11時

月・金曜日／9時30分～11時
水曜日／14時～15時30分
第5金曜日／18時～19時30分（定員100名）

火・水・木◉／9時30分～11時
第１金曜日★（HIVのみ）／14時～15時

火曜日／18時～19時50分（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎

木曜日★／18時～19時30分
（先着50名）（予約制） ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎
土・日曜日★／14時～15時30分
（先着50名）（予約制） ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎

※下記ホームページで、必ず検査実施状況をご確認ください。
   http://www.smartlifeclinic.com/

南界堂通信の
X（旧Twitter）をフォローして

最新情報をチェック！

●８月に久しぶりに台湾を旅行して以来、台湾
風チマキにはまってます。北部（蒸す）と南部
（ゆがく）で作り方が違うらしいけれど、パエリア
の要領でつくったら美味！年末のサロン・ド・オ
ニでつくってみようかしら…（哲）
●9月21日とやまプライドマーチに参加しまし
た。パレードでは無くマーチと呼ぶ理由を聞き感
服しました。取材者の自己紹介（青森にならっ
た？）や「当事者限定スペース」と参加者が安心
して過ごせる取り組みに感心しました。（泰平） 
●仕事でＡＩの使い方の研修を受講しました。
既に、先例の調査や会議録の作成、簡単な起
案には使い始めていますが、自動で思考してあ
れこれ提案して来るモデルも出ているとのこと
で、ちょっと怖くなりました。（大畑）

 @namkaido

 ［  南界堂通信第57号 編集後記 ］

※定例外で実施することがございますので、実施日はウェブサイトでご確認ください。

※検査実施状況は変更となる可能性がございますので、必ずホームページにて最新情報をご確認ください。

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、
M
）：
ご
出
身

は
？

和
田（
以
下
、和
）：
徳
島
県
徳
島
市
で
す
。

M
：
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

和
：
祖
父
も
父
も
医
者
と
い
う
家
庭

だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
次
男
坊
。
家

業
を
継
ぐ
考
え
は
な
く
、
学
校
の
教

師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
兄
が
医
学
部
に
入
り
、
帰

省
す
る
と
親
子
三
代
医
学
の
話
で
盛

り
上
が
っ
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ

っ
た
。「
こ
の
会
話
に
入
り
た
い
！
」っ

て
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
き
て
、

高
三
に
な
る
と
医
学
部
を
志
望
す
る

よ
う
に
な
り
、
川
崎
医
科
大
学
に
入

学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
も
大
学
に
残

り
、
大
学
で
は
教
員
、
附
属
病
院
で

は
血
液
内
科
の
医
師
と
し
て
働
い
て

き
ま
し
た
。

M
：
H
I
V
と
の
出
会
い
は
？

和
：
一
九
八
〇
年
代
、
川
崎
医
科
大
に

も
血
友
病
で
H
I
V
陽
性
の
患
者
さ

ん
が
お
ら
れ
、
先
輩
の
医
師
が
診
て

お
ら
れ
た
。
H
I
V
診
療
の
第
一
世
代

に
あ
た
る
先
生
で
す
。
岡
山
県
の
特

徴
と
し
て
、
H
I
V
陽
性
の
方
が
ま

だ
少
な
か
っ
た
時
期
か
ら
、
医
療
者

や
行
政
の
担
当
者
な
ど
が
集
ま
っ
て

研
究
会
活
動
を
始
め
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
H
I
V
陽
性

者
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
立
場

を
超
え
て
顔
の
見
え
る
関
係
が
つ
く

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
が
一
九
九
四
年
に
研
究
会
と
し
て

形
に
な
り
、
そ
の
後
、〈
岡
山
H
I
V

診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

M
：〈
関
西
H
I
V
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
〉の
発
足
が
九
五
年
で
す
か
ら
、

そ
れ
よ
り
早
い
！

和
：「
顔
の
見
え
る
関
係
」が
つ
く
り

や
す
い
環
境
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

岡
山
は
患
者
さ
ん
が
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、
時
間
的
な
余
裕
も
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
二
〇
一
〇
年
、
人
口
十
万
人

あ
た
り
の
エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
者

数
が
全
国
で
四
位
と
急
増
。
予
防
と

早
期
発
見
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強

化
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で

〈
H
I
V
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉で
培

っ
た
経
験
を
も
と
に
、
行
政
・
医
療
機

関
・
C
B
O（
地
域
密
着
型
N
G
O
）

の
三
者
が
協
働
す
る「
岡
山
エ
イ
ズ
感

染
防
止
作
戦
」を
推
進
、
十
五
年
に
は

M
S
M
を
対
象
と
す
る
期
間
限
定
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
検
査「
も
ん
げ
ー
性
病
検

査
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
検
査

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
す
る
に
あ
た
っ

て
、
中
四
国
で
M
S
M
を
対
象
と
し

た
活
動
を
展
開
す
る
C
B
O〈
一
般
社

団
法
人
カ
ラ
フ
ル
ド
ッ
ト
ラ
イ
フ
〉

（
前
身
は〈
H
a
a
T
え
ひ
め
〉）が
全

面
的
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
岡

山
県
も
重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
予

算
措
置
も
講
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
わ
け
で
、
行
政
・
医
療
機
関
・

C
B
O
が
ガ
ッ
チ
リ
協
働
体
制
を
組

ん
だ
M
S
M
向
け
検
査
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

M
：
な
る
ほ
ど
、
M
A
S
H
大
阪
が
立

ち
上
げ
、
現
在
は
大
阪
府
が
事
業
化

し
て
い
る「
ゼ
ロ
円
性
病
検
査
」の
岡

山
版
が
三
者
協
働
体
制
の
も
と
で
実

施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う

し
た
実
績
が
評
価
さ
れ
て
岡
山
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
？

和
：
そ
れ
が
直
接
の
理
由
か
ど
う
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
学
会
の
理
事

長
か
ら
打
診
を
受
け
た
の
が
二
年
半

ほ
ど
前
で
す
。「
あ
、
こ
れ
は
断
る
理

由
が
な
い
な
」と
、
す
ぐ
に
承
諾
し
ま

し
た
。
と
い
う
の
も
、
中
国
四
国
で

の
開
催
は
十
九
年
前
の
広
島
ま
で
遡

り
ま
す
。
地
元
で
の
開
催
と
な
れ
ば
、

関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
励

み
に
な
り
ま
す
。
岡
山
県
に
は
医
学

部
を
有
す
る
大
学
が
二
つ
あ
り
、
人

口
比
で
医
者
の
数
が
多
く
、
医
療
・

研
究
に
幅
広
い
関
心
を
持
つ
医
師
も

多
い
の
で
、
医
療
関
係
者
に
H
I
V

の
現
状
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
拠
点
病

院
の
整
備
、
保
健
所
で
の
検
査
体
制

の
構
築
、
そ
し
て〈
カ
ラ
フ
ル
ド
ッ
ト

ラ
イ
フ
〉と
協
働
で
実
施
し
た
ク
リ
ニ

ッ
ク
検
査
な
ど
こ
れ
ま
で
実
践
し
て

き
た
も
の
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
の
か

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

M
：
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
？

和
：
四
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
基

礎
医
学
・
臨
床
・
社
会
の
三
つ
の
領
域

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
こ
と
、

二
つ
目
は
薬
害
エ
イ
ズ
裁
判
の
和
解

か
ら
三
十
周
年
を
迎
え
、
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
陽
性
者
の
高
齢

化
に
伴
い
、
支
援
体
制
を
ど
う
構
築

し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
。
か
つ

て
は
、
H
I
V
診
療
に
携
わ
る
医
師
が

患
者
さ
ん
を
最
期
ま
で
診
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
今
で
は
、
治
療
の

進
歩
に
よ
っ
て
H
I
V
陽
性
者
の
長
期

生
存
が
可
能
に
な
り
、
診
療
や
支
援
を

す
る
側
が
先
に
世
代
交
代
す
る
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次

の
世
代
の
支
援
者
を
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
高
齢
者
福

祉
の
分
野
を
含
め
、
支
援
に
関
わ
る

人
材
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
も

課
題
で
す
。
三
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で

H
I
V
陽
性
者
に
は
M
S
M
の
方
が
多

く
、
支
援
も
そ
の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
て

構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
外
国

籍
の
方
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

方
、
ま
た
薬
物
使
用
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
や
課
題
を
持
つ
方
々
へ
の
対

応
も
、
今
後
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
四
つ
目

は
、
プ
レ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
有
効

な
予
防
手
段
を
、
必
要
と
す
る
人
が
適

切
に
利
用
で
き
る
体
制
を
ど
う
整
え

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

M
：
幅
広
い
領
域
へ
の
目
配
り
が
す

ご
い
！ 

お
医
者
さ
ん
の
話
と
い
う
よ

り
は
…

和
：
学
校
の
先
生
の
話
み
た
い
で
し

ょ（
笑
）。
医
学
部
で
は
学
生
を
教
え

る
立
場
で
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
で
も
、

岡
山
・
中
国
四
国
と
い
う
環
境
が
そ

う
い
う
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
の
か

な
と
も
思
っ
て
ま
す
。

M
：
学
会
が
楽
し
み
に
な
っ
て
く
る

お
話
で
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
四
十
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会

学
術
集
会
・
総
会
の
会
長
・

和
田
秀
穂
先
生
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

今年の日本エイズ学会学術集会・総会は
11月20日～22日、岡山市で開催されます。
会長を務めるのは川崎医科大学（倉敷市）
総合臨床医学特任教授の和田秀穂先生。
今年のエイズ学会の目玉企画や、
岡山県のエイズ対策の特徴について、
お話をうかがいました。

川崎医科大学 総合臨床医学特任教授

和田秀穂 先生

エ
イ
ズ
対
策
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち

わ 　
　

だ      

ひ
で 

ほ

こちらのHIV検査場はすべて無料・匿名です 大阪府版（2026年9月20日現在）
エイズの知識を深め、HIV検査に行ってみませんか？ 以下の検査施設では、無料・匿名でHIV検査を受ける事ができます。 
※新型コロナウイルス等の影響により検査実施状況が変更になる事がありますので、各保健所へご確認ください。

12月1日は「世界エイズデー」です

1 面 南 界 堂 通 信［ 冬 号 ］ 2026年 11月13日発行 8 面南 界 堂 通 信 ［ 冬 号 ］ 2026年 11月13日発行
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た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う

め
ん
っ
て
く
っ
つ
く
し
、
大
変
。

赤
字
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。
カ
オ

マ
ン
ガ
イ
だ
と
、
事
前
の
仕
込
み

は
必
要
で
す
が
、
当
日
の
配
膳
が

し
や
す
い
。
今
年
は
収
支
ト
ン
ト

ン

で

し

た

（
笑
）
」

　
鶏
を
洗
っ
て

仕
込
み
、
米
は

に
ん
に
く
、

し
ょ
う
が
、
隠

し
味
も
入
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
鶏

を
レ
ン
ジ
で
加

熱
し
た
後
、
米

の
上
に
載
せ
て

大
き
な
炊
飯
器

で
炊
き
ま
す
。

　
「
お
米
は
、

「
に
じ
い
ろ
家
族
」、今
年
も
釜
ヶ
崎
夏
祭
り
に
出
店

中高年ＭＳＭと暮らし

　
毎
年
八
月
の
お
盆
の
時
期
に
西

成
区
の
釜
ケ
崎
地
区
の
三
角
公
園
で

開
催
さ
れ
て
い
る
夏
祭
り
に
、今
年

も
「
に
じ
い
ろ
家
族
」
が
出
店
し
、カ

オ
マ
ン
ガ
イ
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
企
画
者
の
渡
辺
匡
人
さ
ん
（
ち

む
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
に

聞
き
ま
し
た
。

　
「
以
前
は
そ
う
め
ん
を
販
売
し

今
年
の
夏
祭
り
で
も

「
カ
オ
マ
ン
ガ
イ 

（K
hao

M
an G

ai

）は
、タ
イ
の
屋
台
料
理
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。茹
で
た
鶏
肉
と
、

そ
の
茹
で
汁
お
よ
び
鶏
脂
で
炊
い
た
米
飯
を
組
み
合
わ
せ
た
料
理
で
、そ
の
名
は「
鶏
の
油
飯
」
を
意
味
し
、

鶏
の
旨
味
と
脂
を
米
に
移
し
込
む
調
理
法
を
特
徴
と
す
る
。」（w

ikipedia

か
ら
）

堂
山
で
以
前
開
業
し
て
い
た
『
カ

フ
ェ
あ
ば
ん
て
』
の
方
が
今
農
業

を
し
て
い
て
、
お
米
を
送
っ
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
使
わ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
毎
月
や
っ
て
い
る

『
ロ
カ
ボ
食
べ
な
が
ら
H
I
V
を

知
る
会
』
の
仲
間
が
手
伝
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
」

　
こ
の
カ
オ
マ
ン
ガ
イ
の
出
店
、も

と
も
と
、ゲ
イ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）の
梅
田
政
宏

さ
ん
が
、十
数
年
前
に
「
に
じ
い
ろ

家
族
」
と
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

梅
田
さ
ん
が
二
〇
二
二
年
夏
に
亡

く
な
っ
た
後
も
、（
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を

　「
私
た
ち
は
富
山
に
い
る
」と

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、青
森
、

新
潟
、金
沢
、兵
庫
、香
川
、大
分

と
い
っ
た
各
地
か
ら
の
応
援
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
は
プ
ラ
イ
ド
マ
ン

ス
は
六
月
だ
そ
う
で
す
が
、
日

本
で
は
、
な
ぜ
か
秋
が
多
い
で

す
ね
（
気
候
の
せ
い
か
）
。

　
十
月
十
日
、
十
一
日
の
大
阪

（
関
西
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス

タ
）
を
は
じ
め
年
内
の
プ
ラ
イ

ド
パ
レ
ー
ド
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
十
二
月
五
日

　
え
ひ
め
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド

　（
松
山
市
）

◎
十
二
月
六
日

　
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ
和
歌
山

　（
和
歌
山
市
）

コ 

コ

富山で初めての
レインボーパレード　　
シルバーウィークのさなかの九月二十一日（祝）、
富山市内で、初めての
レインボーパレード（プライドマーチ）が開催されました。

挟
み
つ
つ
も
）休
む
こ
と
な
く
、継

続
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
釜
ヶ
崎
夏
祭
り
の
実
行
委
員

会
に
は
、
団
体
と
し
て
の
参
加
な

の
で
、
梅
田
さ
ん
の
『
に
じ
い
ろ

家
族
』
の
名
前
を
今
も
使
っ
て
い

ま
す
。

　
お
米
を
炊
く
の
に
炊
飯
器
を
数

台
使
っ
て
い
た
の
が
、
梅
田
さ
ん

が
大
き
な
釜
を
買
い
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
『
に
じ
い
ろ
家
族
』
の
会

社
の
経
費
で
購
入
し
た
も
の
で

す
。
梅
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

後
、
譲
り
受
け
て
、
使
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、梅
田
さ

ん
の
い
わ
ば
形
見
の
釜
で
カ
オ
マ
ン

ガ
イ
を
作
り
ま
し
た
、と
お
母
さ
ん

に
報
告
し
ま
し
た
ら
、喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。」

　
年
々
強
ま
る
酷
暑
。
釜
ヶ
崎
の

夏
祭
り
自
体
も
午
後
か
ら
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

https://www.city.osaka.lg.jp/kenko/page/0000371513.html

故
梅
田
政
宏
さ
ん
と
の

か
か
わ
り

　
昨
年
、
我
が
国
の
「
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症

予
防
指
針
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
変
更
点
と
し
て
、
従
来
「
第

六
」
に
あ
っ
た
「
権
利
の
尊
重
」
を

「
第
一
」
と
し
、
偏
見
・
差
別
の
解
消

を
よ
り
明
確
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

加
え
て
、
医
療
・
介
護
従
事
者
が

U=

U
を
含
む
正
し
い
知
識
を
十
分

に
持
た
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
医
療

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
拒
否
す
る
行
為

は
偏
見
・
差
別
に
当
た
る
、
と
の
認

識
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

〇
三
〇
年
ま
で
の
H
I
V
流
行
終
息

に
向
け
、U
N
A
I
D
S
の
国
際
目

標
を
踏
ま
え
、ケ
ア
カ
ス
ケ
ー
ド
の

「9
5
 - 9

5
 - 9

5

」目
標
の
将
来
的

な
達
成
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
の
H
I
V
/
エ
イ
ズ
の
報

告
数
は
、
近
年
は
減
少
傾
向
で
し
た

が
、
令
和
六
年
に
増
加
へ
転
じ
、
令

和
七
年
の
新
規
報
告
数
は
、
H
I
V

感
染
者
七
十
一
名
、
エ
イ
ズ
患
者
八

名
の
計
七
十
九
名
で
し
た
。
感
染
経

路
別
で
は
同
性
間
性
的
接
触
が
多

く
、
H
I
V
感
染
者
は
二
十
〜
三
十

歳
代
、
エ
イ
ズ
患
者
は
三
十
〜
五
十

歳
代
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
増
加
に

転
じ
た
状
況
や
、
報
告
数
に
お
け
る

特
徴
は
国
全
体
で
も
同
様
の
傾
向
で

す
。
し
か
し
、
新
規
報
告
数
全
体
に

占
め
る
エ
イ
ズ
患
者
の
割
合
は
、全
国

で
は
約
三
割
で
推
移
し
て
い
る
一
方
、

大
阪
市
で
は
令
和
7
年
十.
一
％
で

し
た
。大
阪
市
で
は
、
時
間
帯
・
曜

日
・
場
所
な
ど
多
様
な
受
検
機
会
を

確
保
す
る
た
め
検
査
体
制
を
整
備
し

て
い
る
こ
と
か
ら
早
期
発
見
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
発
生
動
向
に
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
大
阪
市
で
は
平
成
十
九
年
に
「
大

阪
市
エ
イ
ズ
対
策
基
本
指
針
」
を
策

定
し
、
五
年
ご
と
に
評
価
・
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
令
和
九
年

九
月
三
◯
日
ま
で
の
期
間
の
「
第
四

次
エ
イ
ズ
対
策
基
本
指
針
」
に
基
づ

き
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
指

針
は「
五
年
間
で
エ
イ
ズ
患
者
報
告
数

を
十
五
％
減
少
」を
目
標
と
し
、三
つ

の
副
次
目
標
を
設
定
し
、令
和
七
年
は

そ
の
い
ず
れ
の
年
度
別
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。副
次
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
年
間
H
I
V
検
査
受
検
者
数
一

万
二
千
人
以
上
」に
つ
い
て
は
、令
和

四
年
度
以
降
、令
和
八
年
度
の
最
終
目

標
を
前
倒
し
で
達
成
し
、令
和
七
年

度
は
一
万
二
千
六
三
〇
件
で
し
た
。

　

今
年
度
は
イ
ベ
ン
ト
検
査
と
し

て
、
浪
速
区
役
所
で
H
I
V
・
梅
毒

の
即
日
検
査
を
実
施
予
定
で
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
期
間
限
定
で

H
I
V
・
梅
毒
の
郵
送
検
査
も
実
施

予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
、
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
層
や
外
国
人
の
方
に
も
届
く
検

査
体
制
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も

に
、
P
r
E
P
の
普
及
が
進
む
中
、

コ
ン
ド
ー
ム
に
よ
る
予
防
啓
発
な

ど
、
性
感
染
症
予
防
も
含
め
た
エ
イ

ズ
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

  

（
文
：
大
阪
市
保
健
所 

感
染
症
対
策
課
）

大
阪
市
の
エ
イ
ズ
対
策
の

”実
績
“と
”こ
れ
か
ら
“

〜
大
阪
市
の
H
I
V
検
査
を
も
っ
と
受
け
や
す
く
、

　

令
和
八
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
検
査
・
郵
送
検
査
の
ご
案
内
〜

ア
ラ
フ
ォ
ー
か
ら
ア
ラ
カ
ン
世
代
の
皆
さ
ま
、

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！ 

「
あ
る
あ
る
」「
ド
キ
ッ
！
」「
ア
ラ
や
だ
ー
…
」

と
い
っ
た
中
高
年
世
代
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
な
内
容
を
、

年
齢
や
個
性
も
バ
ラ
バ
ラ
さ
ん
た
ち
が

４
コ
マ
漫
画
で
つ
づ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
飯
塚
モ
ス
オ
さ
ん
の
作
品
で
す
！
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　BDSM（ボンデージ／拘

束、ディシプリン／支配

と服従、サディズム＆マ

ゾヒズム）をモチーフに

したゲイのロマンティッ

ク・コメディと聞いて、

あなたはどんな映画を思

い浮かべるだろうか。想

像できない？ それならぜ

ひ、実際に『ピリオン』

を観てみてほしい。そこ

で描かれるのは世間から

すると「特殊な」関係か

もしれないが、たしかに

恋をすることの痛みと喜

びが封じこめられているからだ。ゲイの

ロマンスをテーマにした作品は、いまも

どんどん進化している。

　舞台はロンドン。内気なゲイの青年コ

リン（ハリー・メリング）は、あるとき

パブでバイカーのグループにいたハンサ

ムだが不愛想な年上の男レイ（アレクサ

ンダー・スカルスガルド）と出会い、連

絡先をもらう。クリスマスの夜に唐突に

呼び出されたコリンはのこのこ出かけて

いくが、いきなり路上でフェラチオを要

求される。それでもレイに惹きつけられ

たコリンは、彼に服従することに喜びを

見出していくが…。

　ミステリアスでセクシーな男に振り回さ
れながらも夢中になっていくのはロマコメ
の王道だけど、そこにゲイの支配／服従
関係の要素が入ってくるのがこの映画の
面白いところ。はじめてレイの家を訪れ
たコリンは料理を作らされたり、ベッド

ではなく床で寝るように命じられたりし

て戸惑いつつも、不思議とその要求に

従ってしまう。さらにはウケがうまくで

きなかったあと、「お前のケツ穴はキツ

すぎるから、アナルプラグ買っとけよ」

と言われて「そ、そうだね」と答える

くだりは笑えるけれど、冷静に考えれ

ばかなり強烈なやり取りだ。コリンは

やがてBD SMのグループに参加して

いっしょにキャンプに出かけるのだ

が、テーブルにうつぶせになった「家

来」たちが「主人」たちに一斉に攻め

られるシーンもすごいものがある。笑
えるロマコメでありつつ、かなり露骨な
ゲイのセックスをしっかり見せる映画な
のだ。

　本作の原作であるアダム・マーズ＝

ジョーンズ（1954年生まれの70代）の

小説『Box Hill』での時代設定は1970年

代だが、映画では現代になっている。

ここがこの映画の巧みなところで、こ

れが長編デビュー作となるハリー・ラ

イトン監督（1992年生まれの30代）は

スマートフォンなどディテールを現代

に置き換えながらも、 B D S M カ ル

チャーがいまも昔も本質的には変わっ

ていないことを示している。それか

ら、ゲイのややこしい恋愛も。つまり

『ピリオン』は、ゲイのラブ・ストー

リーが世代を超えて受け継がれたもの

でもあるのだ。

　実際、BDSMではなくても、レイとコ

リンのような関係に対して身に覚えがあ

るひとも多いのではないだろうか。相手

に夢中になるなかで、彼の要求に応える

ことが自分の喜びになっていく…いや、

そう思いこむようになっていく。そのこ

とで、自分が恋愛やパートナーシップに

おいて何を求めているのか、自分でもわ

からなくなってしまうの

だ。コリンはレイとの

ロールプレイ的なつなが

りに興奮しつつも、一方

で「プレイ」ではない時

間も求めるようになり、

ふたりの関係はますます

こじれていく。

　僕はこの映画を観なが

ら、コリンがレイに惹か

れていく過程に胸が苦し

くなってしまった。「自

分がこのレイに出会った

らどうするだろう？」と

つい想像すると、自分も

やりかねないなと思う。誰かにどうしよ

うもなく恋をして、自分を見失って、う

まくいかなくて暴走するという…いろん

な痛々しい記憶が蘇ってくる。見ている

とつらいのだけど、だからこそ、感情移

入せずにはいられない。

　コリンはたくさん傷つきながら、自分

が恋愛や関係性において本当に望んで

いることを真剣に考えるようになる。結

局のところ、誰かのことを好きになると

いうことは、自分自身を否応なく見つめ
直すことでもあるから。そして余韻の残る
ラストは、苦しい想いをしながらも、ひと
は誰かを求めずにいられないことを示し
ているだろう。
　だから、刺さるひとにはめちゃくちゃ

刺さる作品なはず。こういうユニークな

ゲイ映画が作られるようになったこと自

体が喜ばしいことだし、しっかりBDSM

コミュニティのディテールを描いている

ところも楽しい。さて、あなたはめちゃ

くちゃセクシーな男に「俺の犬になれ」

と言われたらどうしますか？　きっぱり

と断るか、それとも、その関係に溺れま

すか？

プロフィール ◉ 木津毅（きづ・つよし）
ライター。 1984年大阪生まれ。 映画、音楽、ゲイ・カルチャーを中心に様々なジャンルで執筆している。

『ミュージック・マガジン』で「木津毅のLGBTQ＋通信」連載中。

編書に田亀源五郎『ゲイ・カルチャーの未来へ』（Pヴァイン）、

著書に『ニュー・ダッド あたらしい時代のあたらしいおっさん』（筑摩書房）がある。

支配と服従の関係を過激に切なく描く、
風変わりで普遍的なゲイ・ロマンス映画

監督：ハリー・ライトン
出演：アレクサンダー・スカルスガルド、
        ハリー・メリング
配給：トランスフォーマー
2025年／イギリス・アイルランド

12月4日（金）より、
テアトル梅田ほかにて公開

『ピリオン』

で
、
僕
に
と
っ
て
京
都
の
音
楽
シ
ー

ン
の
真
ん
中
に
は
い
つ
も
〈M

E
-

T
R
O

〉
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
　
　

M
：
そ
の
頃
か
ら
〈D

IA
M
O
N
D
S

…
〉
で
D
J
を
？

k
：
い
え
い
え
、
そ
れ
は
ず
っ
と
後

の
話
で
、
当
時
は
お
客
と
し
て
行
っ

て
た
。
一
九
九
五
年
十
月
に
ダ
ム
タ

イ
プ
の
古
橋
悌
二
さ
ん
が
エ
イ
ズ
で

亡
く
な
り
、
衣
鉢
を
継
ぐ
か
た
ち
で

ア
ー
ト
と
エ
イ
ズ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
す
。
映
画
祭
や

ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ダ
イ
ア
リ
ー
な
ど
で

す
ね
。
す
で
に
そ
う
し
た
活
動
で
実

績
の
あ
っ
たA

ID
S Poster Project

が
〈M

E
T
R
O

〉
で
あ
た
ら
し
い
ク

ラ
ブ
パ
ー
テ
ィ
〈C

lub Luv+

〉
を
始

め
て
。
エ
イ
ズ
／
セ
ッ
ク
ス
／
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
連
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
シ
ョ
ウ
や
予
防
啓

発
が
て
ん
こ
盛
り
の
ユ
ニ
ー
ク
な

パ
ー
テ
ィ
で
、
九
六
年
か
ら
二
〇
〇

〇
年
ま
で
続
く
の
で
す
が
、
そ
の
終

わ
り
の
方
で
ス
タ
ッ
フ
の
友
達
に
頼

ま
れ
お
手
伝
い
。
映
像
作
品
『
最
後

の
日
』
で
は
曲
の
編
曲
と
録
音
担
当

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

M
：
九
〇
年
代
後
半
の
〈M

ETR
O

〉

で
は
、
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
振
り

切
っ
た
〈D

IA
M
O
N
D
S

…
〉
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
〈C

lub Luv+

〉
と

が
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
！ 

そ
の

裏
側
で
は
、
カ
オ
ル
さ
ん
の
よ
う
な

専
門
職
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
を
支

え
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
大
阪
の
ゲ

イ
シ
ー
ン
と
の
接
触
は
？

k
：〈Club Luv+

〉
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、

大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
、
堂
山
の

〈E
X
P
LO
SIO
N

〉
に
も
行
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
付
い
た

の
は
、
ゲ
イ
ク
ラ
ブ
で
の
D
J
の
主

流
は
ハ
ウ
ス
、
ト
ラ
ン
ス
そ
し
て
少

し
R
&
B
。
僕
の
好
き
な
渋
谷
系
や

80'S

と
は
ま
る
で
別
世
界
だ
っ
た
。

「
あ
あ
、
自
分
は
ノ
ン
ケ
の
音
楽

シ
ー
ン
で
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た

ん
だ
な
」
と
。
と
て
も
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。

M
：
カ
オ
ル
さ
ん
に
と
っ
て
渋
谷
系

や80'S
の
魅
力
と
は
？

k
：
大
好
き
な
旧
い
レ
コ
ー
ド
か
ら

の
引
用
と
編
集
。
そ
れ
と
、
新
し
い

機
材
の
音
色
。
情
緒
が
あ
っ
て
刹
那

的
。
ま
さ
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
·
サ
ッ
ド
」

で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
：
そ
ん
な
中
、
M
A
S
H
大
阪
と

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、M
）：
ご
出
身

は
？

k
o
r（
以
下
、k
）：
京
都
市
の
岡

崎
で
す
。
　

M
：
D
J
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
を

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
　

k
：
も
と
も
と
音
楽
が
好
き
で
。
三

歳
か
ら
音
楽
教
室
に
通
い
、
小
・
中

学
生
の
頃
は
毎
日
三
時
間
く
ら
い
自

宅
の
ピ
ア
ノ
で
練
習
。
合
間
に
さ
っ

き
聴
い
た
曲
を
耳
コ
ピ
で
弾
い
た

り
。
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
は
バ
ッ
ハ
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
を
。
高
校
生

に
な
っ
て
ラ
イ
ブ
活
動
を
始
め
、
友

達
の
バ
ン
ド
に
キ
ー
ボ
ー
ド
で
参
加

し
て
ま
し
た
。
大
学
で
は
音
楽
教
育

学
を
専
攻
し
、
漠
然
と
で
は
あ
る
け

ど
、
音
楽
教
育
に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
た
い
な
ぁ
と
。
大
学
二
年
の
と

き
、
京
都
の
ク
ラ
ブ
〈M

E
T
R
O

〉

で
D
J
デ
ビ
ュ
ー
、
と
い
っ
て
も
友

達
の
箱
貸
し
パ
ー
テ
ィ
で
お
手
伝

い
。
当
時
か
ら
〈M

E
T
R
O

〉
で
は

週
末
の
い
わ
ゆ
る
「
渋
谷
系
」
の

パ
ー
テ
ィ
の
他
に
〈C

LU
B 80'S

〉

な
ど
平
日
で
も
月
例
パ
ー
テ
ィ
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
最
終
金
曜
日
が

〈D
IA
M
O
N
D
S A
R
E FO

R
EER

〉
。

岡
崎
の
実
家
か
ら
歩
い
て
行
け
る
の

の
出
会
い
は
？

k
：
〈Club Luv+

〉
で

知
り
合
っ
た
M
A
S
H

大
阪
の
ス
タ
ッ
フ
を
通

じ
て
、
d
i
s
t
a
が

開
設
さ
れ
た
際
の
カ
フ
ェ

イ
ベ
ン
ト
〈Café 

Link

〉

や
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
二

年
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
検

査
イ
ベ
ン
ト
〈SW

ITC
H

〉

の
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、
そ
れ

を
引
き
継
い
だ
〈basem

ent[g]

〉

さ
ら
に
そ
れ
を
拡
大
し
扇
町
公
園

で
展
開
し
た
〈PLuS+

〉
に
サ
ポ
ー

ト
D
J
、
音
響
担
当
で
参
加
し
ま

し
た
。
　
　

M
：
〈basem

ent[g]

〉
、
懐
か
し

い
！
確
か
お
初
天
神
近
く
の
〈Toc-

cate

〉
っ
て
い
う
お
店
で
、
有
名
に

な
る
前
の
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
も

出
演
し
て
ま
し
た
よ
ね
？
あ
、
そ
う

か
、
〈PLuS+

〉
で
〈D

IA
M
O
N
D
S

…
〉
を
主
宰
す
る
シ
モ
ー
ヌ
深
雪
に

出
会
っ
た
？

k
：
そ
う
、
シ
モ
ー
ヌ
さ
ん
、
悌
二

さ
ん
と
と
も
に
〈D

IA
M
O
N
D
S

…
〉
を
立
ち
上
げ
た
D
J
ラ
ラ
（
山

中
透
）
さ
ん
が
不
在
の
と
き

に
手
伝
い
始
め
、
二
〇
〇
八
年
年
末

の
〈M

E
TR
O

紅
白
歌
合
戦
〉
で
初

め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
入
り
ま
し
た
。

　
M
：
エ
ン
タ
メ
系
の
〈D

IA
-

M
O
N
D
S

…
〉
、
啓
発
系
の
〈C

lub 

L
u
v
+

〉
〈b

a
s
e
m
e
n
t[g

]

〉

〈PLuS+

〉
で
参
加
す
る
際
の
ス
タ

ン
ス
に
違
い
は
？
　
　

k
：
な
い
で
す
（
笑
）
。
ク
ラ
ブ
パ
ー

テ
ィ
で
D
J
や
音
響
の
仕
事
を
す
る

傍
ら
、企
業
案
件
で
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
や
宴
会
場
で
D
J
や
ド
ラ
ァ
グ

ク
イ
ー
ン
・
シ
ョ
ウ
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
、保
育
園
と
契
約
し
て
リ
ト
ミ
ッ

ク
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
の
レ
ッ
ス
ン
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
。個
人
と
し
て

は
子
ど
も
は
育
て
な
い
け
れ
ど
、

L
G
B
T
Q
＋
の
人
間
が
音
楽
の
も

た
ら
す
歓
び
、踊
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
人
々
に
伝
え
て

い
く
こ
と
に
関
わ
る
の
は

意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

M
：
大
学
で
学
ん
だ
音

楽
教
育
学
を
実
践
し
て

る
わ
け
で
す
ね
。
興
味

深
い
お
話
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　

L
G
B
T
Q
＋
が
踊
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

人
々
に
伝
え
て
い
く
の
は
意
義
深
い
こ
と
。

こ
れ
ま
で
M
A
S
H
大
阪
が
運
営
し
て
き
た
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
や
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に

最
初
期
か
ら
か
か
わ
り
、D
J
と
し
て
音
響
担
当
と
し
て
私
た
ち
の
活
動
を
支
え
て
き
た

D
J 
k
o
r（
D
J
カ
オ
ル
さ
ん
）に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
！
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テ
ツ
：
エ
イ
ズ
を
テ
ー
マ
に
し
た
芸

術
作
品
っ
て
い
う
と
、
自
分
も
そ
の

制
作
に
参
加
し
た
ダ
ム
タ
イ
プ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
S
/
N
』
（
一

九
九
四
年
）
の
存
在
が
あ
ま
り
に
も

大
き
く
て
、
小
説
に
は
あ
ん
ま
り
注

目
し
て
こ
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ト

シ
オ
は
ど
う
？

ト
シ
オ
：
最
近
、
大
池
真
知
子
さ
ん

と
い
う
研
究
者
が
二
〇
一
四
年
に
発

表
し
た
「
日
本
の
小
説
と
H
I
V
/

エ
イ
ズ
」
と
い
う
論
文
を
読
ん
で
、

「
あ
、
く
や
し
ー
い
！
」
っ
て
思
っ

た
の
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
僕
は
大
学
の
卒
業
研
究
で
芸
術

が
エ
イ
ズ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て

き
た
か
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
て
、
結
局
、
芸
術
全
般
を
ま
と
め

た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
後
も
新
た
な
小

説
が
出
て
き
て
、
小
説
を
中
心
に
取

り
上
げ
て
も
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
。
二
十
年
近
く
エ
イ
ズ

予
防
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
間
か

ら
み
て
「
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
酷
い

な
」
と
思
っ
た
作
品
も
あ
れ
ば
、
す

ご
く
共
感
で
き
た
も
の
も
あ
っ
た
。

四
回
連
載
し
た
橋
本
治
シ
リ
ー
ズ
は
い
っ
た
ん
お
休
み
。

今
回
は
趣
向
を
変
え
、
エ
イ
ズ
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ

小
説
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
読
後
感
を
M
A
S
H
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ト
シ
オ
と
テ
ツ
に
思
う
存
分
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
！

で
、
そ
の
判
断
基
準
と
い
う
の
が
、

こ
の
論
文
の
著
者
と
見
事
に
一
致
し

て
た
の
ね
。
だ
か
ら
「
先
を
越
さ
れ

て
く
や
し
ー
い
！
」
っ
て
な
っ
た
わ

け
。
　
　
　
　

テ
ツ
：
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
、
「
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
酷
い
」
っ
て
思
っ
た

作
品
に
は
ど
ん
な
も
の
が
？

ト
シ
オ
：
真
っ
先
に
あ
げ
た
い
の

は
、
湊
か
な
え
の
『
告
白
』
（
二
〇

〇
七
年
）
。
こ
れ
の
ど
こ
が
酷
い

か
っ
て
い
う
と
、
主
人
公
が
復
讐
の

た
め
に
H
I
V
に
感
染
し
た
血
液
を

牛
乳
に
混
ぜ
て
飲
ま
せ
る
場
面
が

あ
っ
て
、
「
H
I
V
が
復
讐
の
道
具

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ヒ
ド

イ
！
」
っ
て
思
っ
た
の
と
同
時
に

「
こ
の
作
家
、
エ
イ
ズ
と
い
う
病
い

と
向
き
合
う
っ
て
い
う
よ
り
、
八
〇

年
代
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
ま
き
散
ら

し
た
「
死
の
病
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
無

批
判
に
利
用
し
て
、
そ
の
ま
ま
拡
散

し
て
い
る
だ
け
な
ん
だ
」
と
。

テ
ツ
：
病
者
の
生
き
ざ
ま
を
描
く
の

が
作
家
の
仕
事
だ
ろ
う
に
ね
。
結
核

や
ハ
ン
セ
ン
病
で
同
じ
こ
と
が
書
け

た
だ
ろ
う
か
？ 

結
核
患
者
と
徹
底

的
に
向
き
合
っ
た
幸
田
文
の
『
闘
』

を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

な
ぁ
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
シ
オ
：
こ
の
『
告
白
』
に
は
さ
ら

に
腹
立
た
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
治

療
法
確
立
後
十
年
以
上
経
っ
て
発
表

さ
れ
て
る
こ
と
、
本
屋
大
賞
を
受
賞

し
て
る
こ
と
、
そ
し
て
映
画
化
さ

れ
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
最
優
秀

作
品
賞
を
受
賞
し
て
る
こ
と
。
作
家

に
も
賞
の
関
係
者
に
も
H
I
V
陽
性

の
人
た
ち
の
こ
と
は
見
え
て
な
い

し
、
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
せ
ず
に

い
る
。

テ
ツ
：
馬
脚
を
あ
ら
わ
し
た
賞
た
ち

だ
ね
。
他
に
ひ
ど
い
と
思
っ
た
作
品

は
あ
る
？

ト
シ
オ
：
和
久
峻
三
の
『
エ
イ
ズ
街

の
連
続
殺
人
』
（
一
九
八
七
年
）
と

松
本
清
張
の
『
赤
い
氷
河
期
』
（
一

九
八
九
年
）
。
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
た

ち
が
「
死
の
病
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
惹
か
れ
る
の
は
理
解
で
き
る
し
、

時
代
を
鑑
み
る
と
モ
チ
ー
フ
と
し
て

扱
う
の
は
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
現
状

を
知
る
者
が
読
み
返
す
の
は
辛
す
ぎ

ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
に
寄
り
か
か
り

物
語
な
ん
だ
け
れ
ど
、
当
時
の
若
い

読
者
層
に
「
エ
イ
ズ
」
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
架
空
の
近
未
来
を
舞
台

に
し
な
が
ら
困
難
や
葛
藤
を
描
い
て

い
る
と
思
っ
た
。

テ
ツ
：
『
ス
ラ
イ
』
は
小
説
と
し
て

始
ま
っ
た
は
ず
の
物
語
が
途
中
か
ら

エ
ジ
プ
ト
旅
行
記
に
変
貌
し
て
、
あ

れ
ぇ
？
っ
て
な
る
、
読
後
感
は
悪
く

な
い
け
ど
…
。
治
療
法
確
立
後
に
発

表
さ
れ
た
『
告
白
』
と
『
ソ
ー
ド

ア
ー
ト
…
』
を
比
べ
て
み
る
と
、
芸

術
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
伝
わ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
質
と
い
う
点
で
は
ラ

ノ
ベ
が
純
文
学
を
凌
駕
し
て
し
ま
っ

た
な
ぁ
っ
て
印
象
だ
よ
ね
？

ト
シ
オ
：
同
感
！ 

売
上
も
ケ
タ
違
い

だ
し
ね
〜
〜
〜

　
　
　
　

す
ぎ
て
、
生
身
の
人
間
が
い
な
い
と

こ
ろ
が
。

テ
ツ
：
じ
ゃ
あ
、
共
感
し
た
作
品

は
？

ト
シ
オ
：
瀬
戸
内
寂
聴
の
『
愛
死
』

（
一
九
九
四
年
）
と
村
上
龍
の

『
K
Y
O
K
O
』
（
一
九
九
五

年
）
。
『
愛
死
』
は
、
大
池
さ
ん
も

言
う
よ
う
に
過
剰
に
ロ
マ
ン
化
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
気
に
な
る
け
れ

ど
、
エ
イ
ズ
と
共
に
生
き
る
人
た
ち

の
人
物
像
を
し
っ
か
り
描
い
た
最
初

の
小
説
で
は
な
い
か
な
？
『
K
Y
O

K
O
』
は
過
剰
な
ロ
マ
ン
化
を
避
け

つ
つ
、
当
時
の
米
国
の
エ
イ
ズ
の
状

況
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い
る
と
こ

ろ
に
感
動
し
ま
し
た
。

テ
ツ
：
『
K
Y
O
K
O
』
は
私
も
感

動
し
ま
し
た
よ
。
芥
川
龍
之
介
の

『
藪
の
中
』
を

思
わ
せ
る
、
独

り
語
り
の
連
な

り
の
中
か
ら
、

当
時
の
米
国
の

エ
イ
ズ
患
者
の

状
況
、
移
民
の

状
況
、
キ
ュ
ー

バ
ン
ダ
ン
ス
の

魅
力
、
様
々
な

偏
見
と
犯
罪
社

会
的
側
面
が
浮

か
び
上
が
っ
て

く
る
構
成
が
な

ん
と
も
素
晴
ら

し
い
。
で
も
さ

『
S
/
N
』

『

愛

死

』

『
K
Y
O

-

K
O
』
が
世
に
出
た
の
が
一
九
九
四

〜
五
年
に
集
中
し
て
る
の
は
な
ぜ
な

ん
だ
ろ
う
？

ト
シ
オ
：
治
療
法
が
確
立
す
る
直
前

だ
よ
ね
。
エ
イ
ズ
は
ま
だ
「
死
に
至

る
病
」
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
ゆ
え

の
偏
見
に
あ
ら
が
う
動
き
が
噴
出
し

て
く
る
、
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
か

ら
？

テ
ツ
：
な
る
ほ
ど
ね
。
上
記
以
外
に

気
に
な
る
作
品
っ
て
あ
る
？

ト
シ
オ
：
吉
本
ば
な
な
の
『
ス
ラ

イ
』
（
一
九
九
六
年
）
、
そ
れ
か
ら

ラ
ノ
ベ
で
川
原
礫
の
『
ソ
ー
ド
ア
ー

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
７
』
（
二
〇
一
一

年
）
。
『
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
…
』
は
エ

イ
ズ
の
末
期
に
あ
る
少
女
が
仮
想

空
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
、

仮
想
空
間
で
自
己
実
現
を
果
た
す

小
説
で
エ
イ
ズ
は

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か

わ  

く 

し
ゅ
ん
ぞ
う こ

う
だ 

あ
や

と
う

ま
つ
も
と 

せ
い
ち
ょ
う

か
わ
は
ら 

れ
き

2022年大晦日のコロッセオと「カミングアウト」

　
は
じ
め
ま
し
て
。
京
都
大
学
大
学

院
で
イ
タ
リ
ア
映
画
、
と
く
に
フ
ェ

デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
作
品
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
神
田
育
也
と
申

し
ま
す
。
二
◯
二
二
年
度
と
二
◯
二

五
年
度
の
こ
れ
ま
で
二
度
、
イ
タ
リ

ア
国
立
映
画
実
験
セ
ン
タ
ー
で
映
画

資
料
を
収
集
す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
に

留
学
し
ま
し
た
。
二
年
滞
在
し
て
い

る
と
、
ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
や
真
実
の
口

と
い
っ
た
「
こ
れ
ぞ
ロ
ー
マ
」
な
観

光
地
だ
け
で
な
く
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
は
あ
ま
り
載
ら
な
い
別
の
街
の
顔

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

コ
ロ
ッ
セ
オ
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
三
◯

◯
m
ほ
ど
の
ゲ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
、

サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
ン
・
ラ

テ
ラ
ノ
通
り
で
す
。

　
最
初
に
目
が
止
ま
る
の
は
、
バ
ー

「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
。
な
ん
と
ま

あ
ス
ト
レ
ー
ト
な
名
前
の
店
で
す
。

そ
こ
を
起
点
に
、
L
G
B
T
Q
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
店
が
軒
を
連
ね
、

通
り
を
進
ん
で
い
く
と
教
皇

ゆ
か
り
の
サ
ン
・
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ

ン
・
ラ
テ
ラ
ノ
大
聖

堂
が
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
片
や
古
代
ロ
ー

マ
の
象
徴
コ
ロ
ッ
セ

オ
、
片
や
カ
ト
リ
ッ

ク
の
権
威
を
背
負
っ

た
大
聖
堂
。
ロ
ー
マ

を
支
え
た
二
つ
の
歴

史
の
あ
い
だ
を
虹
色

の
店
が
貫
く
―
な
か

な
か
ロ
ー
マ
ら
し
い

光
景
で
す
。
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
ー
マ
の
ゲ
イ
文
化
が
こ
の
通
り

に
集
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
ル
ミ
ニ
駅
や
サ
ン
・
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

他
、
ピ
ニ
ェ
ー
ト
や
サ
ン
・
ロ
レ
ン

ツ
ォ
に
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
文
化
と

結
び
つ
い
た
店
が
点
在
し
、
オ
ス
テ

ィ
エ
ン
セ
や
テ
ス
タ
ッ
チ
ョ
に
は

L
G
B
T
Q
団
体
の
活
動
拠
点
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
少
し
中
心
部
を
離

れ
れ
ば
、
一
九
九
◯
年
代
か
ら
続
く

伝
説
的
な
ク
ラ
ブ
「
ム
ッ
カ
ッ
サ
ッ

シ
ー
ナ
」
も
あ
り
ま
す
。
新
宿
二
丁

目
や
パ
リ
の
マ
レ
地
区
の
よ
う
に
、

ゲ
イ
の
居
住
・
商
業
・
社
交
が
密
集

し
た
場
所
は
、
英
語
でg

a
y

と 

neighborhood

を
掛
け
合
わ
せ
て

“
gayborhood”

、
「
ゲ
イ
町
内

会
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ロ

ー
マ
の
場
合
、
そ
う
し
た
便
利
な
ゲ

イ
町
内
会
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
飲
む
場
所
、
生
活
す
る

場
所
、
セ
ッ
ク
ス
す
る
場
所
が
街
に

散
逸
し
、
そ
の
な
か
で
、
コ
ロ
ッ
セ

オ
脇
の
ご
く
短
い
区
間
だ
け
が
わ
ざ

わ
ざ
「
ゲ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
名

乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ロ
ー
マ
の
見

取
り
図
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
背
景
を
た
ど
る
と
、
ロ
ー
マ

の
ゲ
イ
空
間
が
、長
い
時
間
を
か
け

て
街
の「
表
」へ
出
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
一
九
六
◯
年
代
以

降
、
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
隣
接
す
る
コ
ッ

レ
・
オ
ッ
ピ
オ
や
、
カ
ン
ピ
ド
リ
オ

近
く
の
モ
ン
テ
・
カ
プ
リ
ー
ノ
な
ど

の
公
園
が
、
ヒ
ミ
ツ
の
発
展
場
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

オ
・
カ
プ
リ
オ
ー
リ
の
映
画

『Splendori e m
iserie di M

adam
e 

R
oyale

』
（
一
九
七
◯
）
で
は
、
コ

ロ
ッ
セ
オ
が
発
展
場
と
し
て
登
場
し

ま
す
。
ウ
ー
ゴ
・
ト
ニ
ャ
ッ
ツ
ィ
演

じ
る
主
人
公
が
イ
イ
男
に
声
を
か
け

ら
れ
、
ノ
コ
ノ
コ
つ
い
て
い
く
と
、

相
手
は
ま
さ
か
の
警
察
官
。
数
日
前

に
殺
さ
れ
た
同
性
愛
者
に
つ
い
て
事

情
聴
取
さ
れ
る
と
い
う
物
語
で
す
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
可
笑
し
い
の
で

す
が
、
こ
の
「
欲
望
と
死
が
隣
り
合

わ
せ
の
夜
の
ロ
ー
マ
」
は
、
映
画
の

世
界
に
限
り
ま
せ
ん
。
一
九
八
二
年

に
は
実
際
の
モ
ン
テ
・
カ
プ
リ
ー
ノ

で
、
三
十
六
歳
の
労
働
者
サ
ル
ヴ
ァ

ト
ー
レ
・
パ
ッ
パ
ラ
ル
ド
が
殺
害
さ

れ
ま
す
。
事
件
は
未
解
決
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
ロ
ー
マ
の
同
性
愛
者
団

体
は
こ
れ
を
反
同
性
愛
の
問
題
と
し

て
解
釈
し
、
抗
議
行
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
夜
の
公
園
が
権
利
を
訴
え
る

デ
モ
の
終
着
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
事
件
以
降
、
ロ
ー
マ
の
ゲ
イ
文
化

は
暗
が
り
と
は
別
の
表
舞
台
も
増
え

て
い
き
ま
す
。
一
九
九
◯
年
に
は
、

L
G
B
T
Q
団
体
「
マ
リ
オ
・
ミ
エ

ー
リ
倶
楽
部
」
が
活
動
資
金
を
集
め

る
た
め
に
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
「
ム
ッ

カ
ッ
サ
ッ
シ
ー
ナ
」
を
始
め
ま
し

た
。
最
初
の
会
場
は
、
テ
ス
タ
ッ
チ

ョ
の
旧
屠
殺
場
。
名
前
も
「
殺
さ
れ

る
牛
が
逆
襲
す
る
」
と
い
う
反
抗
的

か
つ
グ
ロ
テ
ス
ク
な
由
来
を
も
ち
ま

す
。
公
園
の
茂
み
で
ひ
っ
そ
り
出
会

っ
て
い
た
時
代
か
ら
、
今
度
は
爆
音

と
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
下
に
集
ま

る
時
代
へ
。
さ
ら
に
一
九
九
四
年
に

は
、
ロ
ー
マ
で
イ
タ
リ
ア
初
の
プ
ラ

イ
ド
が
開
催
さ
れ
、
ゲ
イ
/
レ
ズ
ビ

ア
ン
の
可
視
性
そ
の
も
の
が
運
動
の

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
、
そ

の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
、
二
◯
◯

一
年
の
バ
ー
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」

の
オ
ー
プ
ン
で
す
。
二
◯
◯
七
年
、

団
体
ア
ル
チ
ゲ
イ
・
ロ
ー
マ
と
「
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
」
の
運
営
者

た
ち
は
、
す
で

に
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
た

こ
の
短
い
区
間

を
正
式
に
「
ゲ

イ
・
ス
ト
リ
ー

ト
」
と
し
て
お

披
露
目
し
ま
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2022年ローマプライド時の「カミングアウト」

2022年ローマプライドのレプッブリカ広場

ピニェート地区のフェミニスト/レズビアンバー
「リブレリア・チューバ」

す
。
ロ
ー
マ
市
も
実
験
的
な
歩
行
者

化
に
協
力
し
、既
存
の
た
ま
り
場
に

「
名
前
」
と
「
輪
郭
」
を
与
え
た
の
で

す
。

　
半
世
紀
前
に
は
公
園
の
茂
み
、一
九

九
〇
年
代
に
は
屠
殺
場
跡
の
イ
ベ
ン

ト
、二
〇
〇
〇
年
代
に
は
コ
ロ
ッ
セ
オ

前
の
ゲ
イ
・ス
ト
リ
ー
ト
。こ
う
し
て

見
る
と
、ロ
ー
マ
の
ゲ
イ
文
化
は
場

所
選
び
に
妥
協
し
ま
せ
ん
。暗
が
り

に
隠
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、

最
後
は
世
界
遺
産
の
隣
で
堂
々
と
店

を
構
え
る
。『
ロ
ー
マ
の
休
日
』の
裏

で「
ロ
ー
マ
の
夜
」は
こ
う
し
て
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。私
自
身
も
ず
い

ぶ
ん
〝
発
展
〞
し
た
も
の
で
す
？
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